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新興ウイルス感染症学分野 
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

3 0 5 5 4 6 

 
社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

安田二朗・教授 評議員 九州ウイルス学会 

安田二朗・教授 評議員 日本熱帯医学会 

安田二朗・教授 専門委員 日本学術振興会科学研究費委員会 

安田二朗・教授 プログラム委員 第 59 回日本熱帯医学会大会 

安田二朗・教授 「感染症研究拠点の形成に関する検討委員会」委員 内閣官房 

安田二朗・教授 牛白血病感染・発症抵抗性牛の指標開発事業 アド

バイザー 
日本中央競馬会（JRA）  
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安田二朗・教授 スーパーサイエンスハイスクール研修 アドバイ

ザー 
大分県立大分舞鶴高等学校 

安田二朗・教授 スーパーグローバルハイスクール課題研究 アド

バイザー 
長崎県立東高等学校 

黒﨑陽平・助教 Tropical Medicine and Health 編集委員 日本熱帯医学会 

 
競争的資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

安田二朗・教授 国立研究開発法人日本医療研究開発機

構（AMED）/JICA 
代表 地球規模課題対応国際科学技術協力プログ

ラム（SATREPS）「公衆衛生上問題となっ

ているウイルス感染症の把握と実験室診断

法の確立」 

安田二朗・教授 AMED 代表 感染症実用化研究事業 新興・再興感染症

に対する革新的医薬品等開発推進研究

事業「ウイルス性出血熱に対する治療・診

断・予防法等の開発に向けた研究」 

安田二朗・教授 AMED 分担 感染症実用化研究事業 新興・再興感染症

に対する革新的医薬品等開発推進研究

事業「国内侵入・流行発生が危惧される昆

虫媒介性ウイルス感染症に対する総合的対

策に資する開発研究」 

安田二朗・教授 AMED 分担 感染症実用化研究事業 新興・再興感染症

に対する革新的医薬品等開発推進研究

事業「高病原性ウイルス感染症に対する治

療・予防法の開発研究：ワクチン及び動物モ

デル開発」 

黒﨑陽平・助教 日本学術振興会 代表 国際共同研究加速基金「ハイスループットシ

ークエンサーによる網羅的ウイルス検出法

の確立とその臨床応用」 

浦田秀造・助教 AMED 代表 重症熱性血小板減少症候群 (SFTS)ウイルス

の表面糖タンパク質開裂解析を通しての創

薬標的検証 

浦田秀造・助教 日本学術振興会 代表 ウイルス粒子形成・出芽機構の多様性解析 

吉川禄助・助教 武田財団 代表 SFTSV の病原性獲得機構の解明と新規抗

SFTSV 薬剤の探索 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

安田二朗・教授 Emerging and Reemerging Viral 
Diseases 

聖路加国際大学公衆衛生大学院国際感染症学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

安田二朗・教授 狙われるニッポン 先端

技術で守れ 
日経 XTECH 2018 年 

4 月 23 日 
炭疽菌郵送事件とオウム事件に見るバ

イオテロの脅威：生物剤テロの脅威と対

策、科警研のバイオテロ対策室・初代室

長に聞く（前編） 
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安田二朗・教授 狙われるニッポン 先端

技術で守れ 
日経 XTECH 2018 年 

4 月 24 日 
米国頼みを卒業、生物剤検知システムを

独自開発した理由：生物剤テロの脅威と

対策、科警研のバイオテロ対策室・初代

室長に聞く（後編） 

安田二朗・教授  長崎新聞 2018 年 
7 月 25 日 

長崎大など開発 ～「ジカ熱」診断の検

査試薬を承認～ 

安田二朗・教授  NHK ニュース 2018 年 
7 月 25 日 

長崎大がジカ熱検査薬を初開発 

安田二朗・教授  日経デジタル

ヘルス 
2018 年 
7 月 25 日 

ジカ熱ウイルスを従来法の 1/3 の時間で

検出するキット～長崎大学とキヤノン

メディカルが共同開発～ 

安田二朗・教授 SATREPS “公衆衛生上問

題となっているウイルス

感染症の把握と実験室診

断法の確立” 

ガボン国営放

送 
2018 年 
9 月 13 日 

ガボン国内でのプロジェクト及びプロ

ジェクトで導入した BSL-2/3 実験施設、

機器の紹介 

安田二朗・教授 SATREPS “公衆衛生上問

題となっているウイルス

感染症の把握と実験室診

断法の確立” 

ユニオン紙(ガ
ボン) 

2018 年 
9 月 13 日 

ガボン国内でのプロジェクト及びプロ

ジェクトで導入した BSL-2/3 実験施設、

機器の紹介 

 


